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経済学部 試験問題用紙

【試験Q蓮類】(該当項目を○で囲んで下さい｡）
鋤末試験

高崎経済大学（教務担当）

平成ユケ年Jﾕ月j-日実施
追試験再試験平常試験

｡受業科目 受講課程 学生番号 氏名 採点 持込の可否

上級議乙 泌阜函ヴ
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(途中式等を書くと、途中点はあげられますので、適宜記載してください｡）

①愛知商店は、岐阜商店に商品280,000円（原価200,000円）を4回の分割で販売した。なお、回収基準
（未実現利益控除法）を用いること。

②売買目的で保有する長崎株式会社の株式100株のうち､50株を＠1,200で売却し､現金を受け取った｡なお、
長崎株式会社の株式は、当期中に複数回に分けて贈入したもので、1回目は42株を@900で、2回目は28

株を@750で購入している。会計処理に当たっては、長崎株式会社の株式の帳簿単価は、平均原価法により
算定すること。

③支店は､本店の広告宣伝費134,000円につき､現金で支払い､本店はその連絡を受けた｡この本店側の仕訳。

④大阪株式会社は、機械の修繕を行い、280,000円を現金で支払った。なお、修繕引当金200,000円が設定さ
れている。

⑤富山商店は、文学全集（全15巻予約販売価格は1巻当たり450円）について、52名の顧客から申込があ
り、全額予約金として受け取り《当座預金とした。なお、この文学全集は、毎月末に1巻ずつ購読者に発送
する予定である。

⑥秋田株式会社は、会社設立に当たり、株式300株を@70,000円で発行し、払込金額は当座預金とした。

なお、払込金額のうち、「会社法」で認められる最低額を資本金とし、株式発行その他会社の設立のため

の費用150,000円を現金で支払い、全額費用処理した。

⑦山形株式会社は、決算に際して、240,000円の純利益を計上した。なお、前期からの繰越損失20,000円が
あった。

⑧北海道株式会社は､かねて振り出していた約束手形240,000円について、手形の所持人である青森株式会社

に支払期日の延期を申し入れ同社の承諾を得て､手形の更改を行った｡また､満期日の延長に伴う利息12,000
円については更改時に新たな手形の額面価額に含めた。この場合の北海道株式会社と青森株式会社それぞれ
の仕訳を示しなさい。

⑨決算に、退職給付引当金の当期負担分130,000円を繰り入れたが、そののち、従業員1名が退職したので、
退職金180,000円を、小切手を振り出して支払い、退職給付引当金を取り崩した。

⑩富山支店は、金沢支店に仕入価額140,000円の商品を祇送した場合の本店の仕訳を、①支店分散計算制度
と、②本店集中計算制度にもとづいて、それぞれ仕訳しなさい。なお、振替価格（外部仕入原価の1割増し
の価格）で記帳すること。
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問題だ
経済学部 試験問題用紙

高崎経済大学（教務担当）

平成-af年ず､月丘日実施

【誌験の種類】(該当項目を○で囲んで下さい｡）

趣鋤後期末試験
追試験再試験平常試験
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丸で囲むこと。

①(1)単式簿記と、(2)複式簿記とは何かとその特徴を説明したうえで、(3)複式簿記と単式簿記の違いとは何か
を説明しなさい。複式簿記の形式的特徴と実質的特徴とは何か、答えなさい。

②収益・費用勘定とは、(1)どのような取引において生じる勘定かと、(2)どのような性格を有する勘定かを説
明したう､えで、(3)なぜ複式簿記において収益・費用勘定の存在が不可欠であるか、説明しなさい。

③財務諸表を作成するに際して、なぜ仕訳が必要か、説明しなさい。

④ある取引の発生から、損益計算書・貸借対照表の作成に至るまでの手順を説明しなさい。

⑤試算表のうち、合計試算表と残高試算表とはそれぞれどのような目的で作成されるのか、説明しなさい。
⑥決算整理とはどのような手続きか、その必要性も含めて、説明しなさい。

⑦精算表とは何か、その必要性についても併せて説明しなさい。
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問題3群馬株式会社の決算整理前残高試算表は、精算表の残高試算表欄のとおりである。会計期間は、平成27
年4月1日から平成28年3月31日である。以下の資料に基づいて、精算表を完成させなさい。なお、決算に
あたって調査をした結果、【資料1】の事実が判明したため、適正な修正を行う。また、【資料2】は決算整理事
項である。（30点）

【資料1】

1．当座預金につき、銀行から取り寄せた残高証明書の金額と帳簿残高の金額が不一致であったため、原因を調
べたところ、次の事実が判明した。

（1）決算日に、四国株式会社に対する買掛金決済のために振り出した小切手15,000円が銀行に未呈示であ
ったことが判明した。

（2）決算日に、中部株式会社から売掛金3,200円が振り込まれたが、連絡がなく、未記帳であったことが判
明した。

2．商品に係る貨物代表証券（原価150,000円、売価220,000円）を得意先に掛けで転売していたが、未処理で
あった。

3．試用販売のために試送していた商品（原価100,000円、売価180,000円）はすべて買い取りの意思表示を受
けていたが未処理であった。なお、代金は後日受け取る予定である。
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授業科目 受講課程 学生番号 氏名 採点 持込の可否
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問迩だ
経済学部 試 験問題用紙

【試験の種類】（該当項目を○で囲んで下さい｡）

魎砂後期末試験

高崎経済大学（教務担当）

Q

平成-2'年J3月合同実施
追試験再試験平常試験

時限出題者氏宛 ヌ

塁槻に「教職lと酢

授業科目 受講課程 学生番号 氏名 採点 持込の可否

上イ梗塞誇乙 簿卓公か

【資料2】決算整理事項，

1．売上債権の期末残高に対して2％の貸倒引当金を見積もる。なお、差額補充法により処理すること。

2． 前期末に社債（当期首に額面100円につき97円で発行、当期首に贈入、額面価額420,000円、償還期間5
年、年利率4.5％、利払日6月末日と12月末日）を償却原価法により処理する。また、発行した際に生じた
社債発行費については､繰延資産として計上し､償還期間にわたり定額法により償却を行っている。さらに、
社債利息について、見越計上を行う。

3．売買目的有価証券の内訳は、次のとおりである。なお、評価には時価法を適用する。

鐘一一一通駈宣旦幽鰻謹囮塑勝価
●中国株式会社

●九州株式会社

売買目的

売買目的

15,000円

27,000円

24,000円

21,000円

4．固定資産について、減価償却を以下のとおり行う。

●建物定額法（平成25年4月1日脳入、耐用年数20年、残存価額はゼロ円）．

●備品定率法（平成28年1月1日購入、償却率20％、残存価額はゼロ円）

③車両運搬具生産高比例法（平成27年4ノィ1日聯入、残存価額は取得原価の10％、見積走行距離
10,000km、当期の走行距離1,200km)

5．期末商品の棚卸高は、次のとおりである。なお、売上原価は、仕入の行で計算し、棚卸減耗損および商品評
価損は売上原価に算入しない。

●帳簿棚卸数量2,000個実地棚卸数堂1,8001W

● 原価110円正味売却価額90.円



解浴だ
経済学部 試験問題用紙

高崎経済大学（教務担当）

平成_zf年ケ月す日実施懸謬駕駕…下譽’､） 平成_zf

過譲…験率鴬歓験座選半遡一腱鰹_塾_到一
罰雍毒雰

1 鶴
教職での受講者は受講課程欄に「教職」と明記すること。

授業科目 受講課程 学生番号 氏名 採点 持込の可否
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解潜汚
経済学部 試験問題用紙

(該当項目を○で囲んで下さい｡）

後期末試験鑿篁
高崎経済大学（教務担当）

平成具f年鈩月夕日実施

__愛到一
教職での受講者は受講課程欄に「教職」と明記すること。

授業科目 受講課程 学生番号 氏名 採点 持込の可否
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(単位：千円）

平成28年3月31日群馬株式会社

貸借対照表損益計算書
勘定科目

借方 貸方貸方借方
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|亮一掛一を
|売買目的有価証券
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